
気象庁59型地震計波形記録を用いた学校教材の開発（実践編）  

  

はじめに 
 気象庁59型電磁式地震計(以降、59型地震計)は，1960年代から1990年代の中頃まで使われた気象庁の地震観測を代表する地震計である． 
59型地震計は，電動コイル型センサと積分回路により変位波形を出力し，その結果は回るドラムの上に巻きつけた紙の上にペンレコーダ 
で描かれる．しかし，このアナログな記録は，その後のテクノロジーの進展でデジタル記録が主流になるとともに引退した． 
 現在，数10年にわたる膨大な観測の記録紙はそれぞれの気象官署の書庫などに今も厳重に保管されている．筆者らは，この波形記録の 
学校教材としての活用に着目した．その理由は，この記録の特徴である１）紙送りが60mm/分であり時間換算が容易である，２）変位記 
録であり地動との関連が容易に推測できる，３）倍率が記録紙上で100倍と実地動との換算もたやすい，４）３成分が同時に１枚の記録 
紙上で見れることからP-S時間の測定や初動方向などの読み取り，各地動成分とP波・S波などの振幅特性の把握などがたやすい． 
などによる．教材の主な活用方法は，地震の単元において，記録から初期微動継続時間（PS時間）と最大振幅の読み取りを行い，震央と 
マグニチュードを推定することである．また，このような教材としての活用はすでに室井(1989）により詳細に論じられている．しかし， 
数多くの波形記録が教材として活用しやすいようにはまとめられてはいなかった．そこで，“準備編”として，岡本・古田・廣田(2013） 
で，中学理科・高校地学での教材としての活用を念頭に，場合によっては小学校や大学教養などでの教材としての活用も視野におさめた 
波形記録の収集と，解析用のツールの開発をおこない，その端緒的活動を報告したところである．本発表では，“実践編”として，高校 
生向けの地学の副教材である「地学実習帳」の形で教材作成を試みたので報告する． 
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 震央を求める部分については，著者らがいくつかの地震について作図をおこなった結果，さらに“深さ”を求め“震源”を求めるには，アナログ波形の読み取りの
精度上，かなり深い地震以外では難しいことが判明した．しかし，現実の地震波形に対して定規とコンパスを用いることで，気象庁の求めた震央の位置と非常に近い
位置に震央を簡単に求められることを，生徒たちが興味を持って理解できると考えられる．また，マグニチュードを求める部分については，対数で表された計算式に
読み取った振幅の値を代入し関数電卓を使用して算出するより，“ノモグラム”というスケールを用いることで対数の性質を視覚的に読み取ることができる．たとえ
ば，振幅の値を固定し震源距離が10倍になった場合，つまり，震源からの距離が10倍遠い観測点で同じ振幅の波形が観測された場合、遠い地震のマグニチュードは近
い地震のマグニチュードより 1.73 大きくなる（対数の項の前の 1.73 の係数による効果)．逆に，震源距離を固定して振幅の値が1/10倍の場合，つまり，ある観測
点から同距離の２つの地震を観測し，一方の地震の振幅が他方のそれの1/10倍となった場合，マグニチュードの差が１であることがわかる． 
 教材となる地震を選択する基準は，震央を囲む少なくとも３観測点での記録が残る地震であること，波形が振り切れていない，程よい大きさの地震であることであ
る．その他，１）坪井の式が使える比較的浅い地震（深さ60km未満）であること，２）Ｐ波とＳ波の初動の読み取り，水平成分の最大振幅の読み取りが容易なこと，
３）PS 時間を用いた震央の推定が容易であること，などがある． 
 1994年の終わり頃に59型地震計が運用を終了してから，現在は，デジタルの波形記録に変更された．また，1997年の半ば頃から，地震計の設置数は全国的に格段に
増加している．そのような中，生徒に身近に地震を感じてもらうためには，生徒が実際に体感した，あるいは見知っている地震を教材に用いることがふさわしいと考
えられる．今後は，最近の地震のデジタル波形記録から，このような59型地震計のような扱いやすいアナログ波形記録を作成し，教材として活用していく必要がある
と考える． 
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